
○ 当会の位置する尾張旭市は、名古屋市に隣接する住宅都市で、農家数は総世帯数の１％程度。江戸時
代から伝わる農業用ため池の「濁池」や用水路の江ざらいは４つの農業者組合で行い、農地周辺の草刈り
等は地元自治会やボランティアグループが実施してきた。濁池を次世代に伝えていきたいとの地域住民の
思いが一致し、農業者と非農業者が連携して活動組織を設立。

○ 児童を対象に、濁池を農業用ため池としての歴史や役割を学ぶ教材とした出前講座のほか、濁池受益地
の水田での田植えや稲刈り等の農業体験を実施するなど、子供たちに農業用水の大切さを伝えている。

○ さらに多くの学校や地域住民との連携を深めるため、公民館や市民祭でのパネル展示等の広報活動に
積極的に取り組んでいる。

濁池地域環境保全の会（愛知県尾張旭市）

「濁池」や農業用水を中心
とした活動

小学生の農業体験
子供たちや地域住民に

活動等を紹介

【地区概要】
・取組面積 12ha（田８ha、畑４ha）

・資源量
開水路6.0km ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ1.2km、
ため池１箇所

・主な構成員
農業者、非農業者、農業者組合、
自治会、JA、市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体、
土地改良区

・交付金 約１百万円（H29）
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出前講座受講学童人数（人）の推移

春の田植え体験
の様子

・ 出前講座については、平成19年度に小学４年生を
対象に実施。20年度は校長が活動組織に出前講座
の開催を呼びかけて、４年生と５年生を対象に実施。
５年生は２年目の受講であり、水源涵養などより高
度な内容の授業を受けた。秋の稲刈り体験

の様子

・ 地区公民館や市民祭等でパネル展示を行うなど積
極的に広報活動に取り組んでおり、さらに多くの学校
や地元の人々と連携をしていきたいと考えている。

農業祭に出展地元の公民館祭に出展

濁池の保全活動
・ 「濁池を次世代に伝えていきたい」という地域住民の思い

が一致し、農業者と非農業者が連携し草刈等の保全活動を
実施している。

小学校への出前講座
・ 自治会等がスクールボランティアとして色々な学校行事に

関わっていたこと、平成18年に愛知県が実施した「学童によ
るため池調査」で、児童から濁池に対して「水をきれいにし
てほしい」、「ゴミをなくしてほしい」などの意見が寄せられて
いたことから、濁池を農業用ため池としての歴史や役割を学
ぶ教材とし、児童を対象に出前講座を開催。

・ 木曽川上流にある牧尾ダムから木曽川を経由して濁池に
通水されるまでの愛知用水の役割や水の大切さについて講
義。

にごりいけ

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

世代を越えたため池、農業用水を守る取組

濁池の草刈作業 小学４年生を対象に行った
出前講座

おわりあさひし


